
(57)【要約】

【目的】廃物利用によってコストが安い上に、免震性に

優れた基礎杭を提供する。

【解決手段】同径又は異径の多数の廃タイヤ２を柱状に

重合連結してなる基礎杭１。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
同 径 又 は 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ を 柱 状 に 重 合 連 結 し て な る 基 礎 杭 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 多 数 の 廃 タ イ ヤ は 、 上 下 に 隣 合 う 廃 タ イ ヤ ど う し を 溶 着 又 は 接 着 す る こ と に よ っ て 柱
状 に 連 結 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 礎 杭 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 多 数 の 廃 タ イ ヤ は 、 こ れ ら 廃 タ イ ヤ に 複 数 本 の 連 結 用 軸 筋 材 を 周 方 向 に 間 隔 を お い て
軸 方 向 に 貫 通 さ せ て 、 こ れ ら 廃 タ イ ヤ の 上 下 両 端 に 当 て 付 け た 定 着 金 具 を 各 連 結 用 軸 筋 材
の 両 端 部 で 止 着 す る こ と に よ り 、 柱 状 に 連 結 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 礎 杭 。
【 請 求 項 ４ 】
各 廃 タ イ ヤ の 中 空 部 に 充 填 材 を 詰 め 込 ん で な る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 。
【 請 求 項 ５ 】
各 中 空 部 に 充 填 材 を 詰 め 込 ん だ 同 径 又 は 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ を 柱 状 に 重 合 す る と 共 に 、
こ れ ら 多 数 の 廃 タ イ ヤ の 中 央 開 口 部 に 鋼 管 を 嵌 挿 し 、 こ の 鋼 管 の 上 下 両 端 部 に 取 り 付 け た
留 金 具 で 上 下 両 端 の 廃 タ イ ヤ を 保 持 し て な る 基 礎 杭 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 鋼 管 内 に は 充 填 材 が 詰 め 込 ま れ る よ う に な っ て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 基 礎 杭 。
【 請 求 項 ７ 】
地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し た 後 、 そ の 掘 削 孔 に 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 を 建
込 む よ う に し た 基 礎 杭 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し た 後 、 そ の 掘 削 孔 に セ メ ン ト ミ ル ク を 注 入 し 、 こ の セ メ ン ト ミ
ル ク の 注 入 さ れ た 掘 削 孔 に 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 を 建 込 む よ う に し た 基 礎
杭 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
掘 削 孔 内 に 基 礎 杭 を 建 込 む に あ た っ て 、 そ の 基 礎 杭 の 中 空 部 に 鉄 筋 カ ゴ を 挿 入 す る よ う に
し た 請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 基 礎 杭 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し 、 そ の 掘 削 孔 の 下 部 側 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 杭 を 造 成 し た 後 、 セ
メ ン ト ミ ル ク を 掘 削 孔 に 注 入 し 、 そ の 掘 削 孔 内 の 上 部 側 に 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の
基 礎 杭 を 建 込 む よ う に し た 基 礎 杭 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 基 礎 杭 及 び こ の 基 礎 杭 の 施 工 方 法 に 関 す る も の で 、 特 に 廃 タ イ ヤ を 利 用 し た 基
礎 杭 と そ の 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び そ の 課 題 】
従 来 よ り 、 既 成 基 礎 杭 と し て は コ ン ク リ ー ト 杭 又 は 鋼 管 杭 が 使 用 さ れ て い る 。 コ ン ク リ ー
ト 杭 は 、 鋼 管 杭 に 比 べ て 価 格 的 に 安 い た め 、 広 く 普 及 し て い る が 、 鋼 管 杭 の よ う に 伸 び が
な く 、 強 い 地 震 の 際 は ク ラ ッ ク が 発 生 し 易 く 、 破 損 し 易 い 。 ま た 鋼 管 杭 の 場 合 は 、 コ ン ク
リ ー ト 杭 に 比 べ る と 、 免 震 性 は 良 い が 、 コ ス ト が 高 く つ く 上 に 、 腐 食 し 易 い と い う 難 点 も
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 に 鑑 み 、 廃 物 利 用 に よ っ て コ ス ト が 安 い 上 に 、 免 震 性 に 優 れ た 基 礎
杭 及 び こ の 基 礎 杭 を 施 工 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 基 礎 杭 は 、 同 径 又 は 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 合 連 結 し て
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な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 礎 杭 に お い て 、 前 記 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ は 、 上 下 に 隣 合 う
廃 タ イ ヤ ２ ど う し を 溶 着 又 は 接 着 す る こ と に よ っ て 柱 状 に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ３ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 礎 杭 に お い て 、 前 記 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ は 、 こ れ ら 廃 タ イ
ヤ ２ に 複 数 本 の 連 結 用 軸 筋 材 ４ を 周 方 向 に 間 隔 を お い て 軸 方 向 に 貫 通 さ せ て 、 こ れ ら 廃 タ
イ ヤ ２ の 上 下 両 端 に 当 て 付 け る 定 着 金 具 ５ を 各 連 結 用 軸 筋 材 ４ の 両 端 部 で 止 着 す る こ と に
よ り 、 柱 状 に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ４ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 に お い て 、 各 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ
に 充 填 材 ３ を 詰 め 込 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ５ に 係 る 基 礎 杭 は 、 各 中 空 部 ２ ｏ に 充 填 材 を 詰 め 込 ん だ 同 径 又 は 異 径 の 多 数 の 廃 タ
イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 合 す る と 共 に 、 こ れ ら 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ の 中 央 開 口 部 に 鋼 管 ９ を 嵌 挿 し
、 こ の 鋼 管 ９ の 上 下 両 端 部 に 取 り 付 け た 留 金 具 １ ０ で 上 下 両 端 の 廃 タ イ ヤ ２ を 保 持 し て な
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ６ は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 基 礎 杭 に お い て 、 前 記 鋼 管 ９ 内 に は 充 填 材 ３ が 詰 め 込 ま れ
る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ７ に 係 る 基 礎 杭 の 建 込 み 施 工 方 法 は 、 地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し た 後 、 そ の 掘 削 孔
１ ３ に 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ を 建 込 む よ う に し た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ８ に 係 る 基 礎 杭 の 建 込 み 施 工 方 法 は 、 地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し た 後 、 そ の 掘 削 孔
１ ３ に セ メ ン ト ミ ル ク を 注 入 し 、 こ の セ メ ン ト ミ ル ク の 注 入 さ れ た 掘 削 孔 １ ３ に 請 求 項 １
～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ を 建 込 む よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ９ は 、 請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 基 礎 杭 の 施 工 方 法 に お い て 、 掘 削 孔 １ ３ 内 に 基 礎 杭
１ ， １ １ ， ２ １ を 建 込 む に あ た っ て 、 そ の 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の 中 空 部 に 鉄 筋 カ ゴ １ ９
を 挿 入 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 １ ０ に 係 る 基 礎 杭 の 施 工 方 法 は 、 地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し 、 そ の 掘 削 孔 １ ３ の 下
部 側 １ ３ ａ に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 杭 ２ ０ を 造 成 し た 後 、 セ メ ン ト ミ ル ク を 掘 削 孔 １ ３ に 注 入
し 、 そ の 掘 削 孔 １ ３ 内 の 上 部 側 １ ３ ｂ に 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 １ ， １ １ ，
２ １ を 建 込 む よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ の （ ａ ） 　 ～ （ ｃ ） 　 は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 基 礎 杭 １ を 示 し 、 （ ａ ） 　 は 直 径
が 同 じ 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 ね 合 わ せ て 連 結 し て な る 基 礎 杭 １ で あ り 、 （ ｂ ） 及 び
（ ｃ ） 　 は 直 径 が 大 小 異 な る 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ （ ２ ａ ， ２ ｂ ） を 柱 状 に 重 ね 合 わ せ て 連 結
し て な る 基 礎 杭 １ で 、 特 に （ ｂ ） 　 は 径 大 の 廃 タ イ ヤ ２ ａ と 径 小 の 廃 タ イ ヤ ２ ｂ と を １ 個
ず つ 交 互 に 重 合 連 結 し た も の 、 （ ｃ ） 　 は 径 大 の 廃 タ イ ヤ ２ ａ と 径 小 の 廃 タ イ ヤ ２ ｂ と を
２ 個 ず つ 交 互 に 重 合 連 結 し た も の で あ る 。 図 ２ は （ ａ ） 　 の イ － イ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
各 廃 タ イ ヤ ２ は 、 例 え ば 大 型 ト ラ ッ ク 用 の タ イ ヤ で あ っ て 、 各 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ に
は 図 ２ に 示 す よ う に 充 填 材 ３ が 詰 め 込 ま れ て い る 。 こ の 充 填 材 ３ と し て は 、 コ ン ク リ ー ト
、 モ ル タ ル 、 セ メ ン ト ミ ル ク 、 コ ン ク リ ー ト 殻 、 発 泡 モ ル タ ル 、 タ イ ヤ チ ッ プ 、 土 砂 、 発
泡 ス チ ロ ー ル 等 が 用 い ら れ る 。 各 廃 タ イ ヤ ２ に 充 填 材 ３ を 詰 め 込 む に は 、 廃 タ イ ヤ ２ を 回
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転 さ せ な が ら 、 中 空 部 ２ ｏ に 生 コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 セ メ ン ト ミ ル ク 等 を 遠 心 力 を 利
用 し て 流 し 込 み 充 填 し 、 あ る い は コ ン ク リ ー ト 殻 、 タ イ ヤ チ ッ プ 、 土 砂 、 瓦 片 、 レ ン ガ 片
、 陶 器 片 、 タ イ ル 片 、 硝 子 片 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 を 夫 々 単 独 で 、 又 は そ れ ら の ２ 種 類 な い
し ３ 種 類 を 混 合 し た も の 物 （ 例 え ば コ ン ク リ ー ト 殻 と 発 泡 ス チ ロ ー ル ） を 中 空 部 ２ ｏ に 詰
め 込 む よ う に す る 。 ま た 、 廃 タ イ ヤ ２ に コ ン ク リ ー ト や モ ル タ ル 等 の 充 填 材 ３ を 詰 め 込 む
他 の 方 法 と し て は 、 廃 タ イ ヤ ２ を 立 て る か 又 は 寝 か せ て 固 定 し た 状 態 で 、 廃 タ イ ヤ ２ の 側
面 又 は 外 周 面 に 開 け た 孔 よ り ホ ッ パ ー で 流 し 込 む よ う に し て も よ い 。 尚 、 廃 タ イ ヤ ２ は 、
場 合 に よ っ て は そ の 中 空 部 ２ ｏ に 充 填 材 ３ を 詰 め 込 む こ と な く 、 空 の ま ま の 状 態 で も よ い
。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 の よ う に 夫 々 中 空 部 ２ ｏ に 充 填 材 ３ を 詰 め 込 ん だ 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ は 、 上 下 に 隣 合 う
廃 タ イ ヤ ２ ， ２ ど う し を 接 着 剤 で 接 着 す る こ と に よ っ て 柱 状 に 重 合 連 結 さ れ 、 あ る い は 接
着 剤 に よ る 接 着 に 代 え て 、 上 下 に 隣 合 う 廃 タ イ ヤ ２ ， ２ の 接 合 面 部 分 ど う し を 加 熱 溶 融 し
て 溶 着 す る こ と に よ っ て 柱 状 に 重 合 連 結 さ れ 、 そ れ に よ っ て 図 ２ に 示 す よ う な 基 礎 杭 １ が
形 成 さ れ る 。 尚 、 図 ２ に は 、 充 填 材 ３ を 上 部 側 ２ つ の 廃 タ イ ヤ ２ に し か 詰 め 込 ん で い な い
よ う に 図 示 し て い る が 、 実 際 は 全 て の 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ に 充 填 材 ３ が 詰 め 込 ま れ る
。 図 ２ に お い て 、 １ ｏ は 基 礎 杭 １ 全 体 を 上 下 に 貫 通 す る 中 空 部 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ の （ ａ ） 　 及 び 図 ２ に 示 す 基 礎 杭 １ で は 、 同 じ 直 径 の 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 ね 合 わ せ
て 連 結 す る の で 、 上 記 の よ う な 接 着 や 溶 着 に よ る 重 合 連 結 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 図 １ の （
ｂ ） 　 及 び （ ｃ ） 　 に 基 礎 杭 １ は 、 直 径 が 大 小 異 な る 廃 タ イ ヤ ２ （ ２ ａ ， ２ ｂ ） を 柱 状 に
重 ね 合 わ せ て 連 結 す る か ら 、 串 状 の 基 礎 杭 １ と な っ て 、 杭 使 用 時 に 地 盤 と の 摩 擦 力 が 増 大
し 、 ま た 地 盤 に 対 す る 食 い 付 き が 良 く 、 杭 支 持 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 し た よ う な 基 礎 杭 １ に よ れ ば 、 廃 タ イ ヤ ２ の ゴ ム の 弾 性 を 利 用 す る か ら 、 杭 全 体 に 免
震 効 果 が 発 揮 さ れ 、 地 震 発 生 時 に 有 効 な 免 震 杭 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の
基 礎 杭 １ は 、 こ れ ま で 産 業 廃 棄 物 と し て 焼 却 処 分 さ れ て い た 廃 タ イ ヤ ２ を 利 用 し て 形 成 さ
れ る も の で あ る か ら 、 廃 タ イ ヤ を 焼 却 す る 場 合 の よ う に 環 境 を 汚 染 す る こ と が な く 、 産 業
廃 棄 物 の 有 効 利 用 を 図 る こ と が で き る と 共 に 、 現 在 使 用 さ れ て い る コ ン ク リ ー ト 杭 や 鋼 管
杭 に 比 べ て は る か に 安 い コ ス ト で 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 杭 や 鋼 管 杭
に 比 べ て 比 重 が 小 さ い た め 、 杭 支 持 力 を 大 き く と る こ と が で き る 。 ま た 、 廃 タ イ ヤ ２ の 径
の 選 択 に よ っ て 所 望 の 杭 支 持 力 を 得 る こ と が で き 、 ま た 土 質 に 応 じ た 設 計 を 行 な う こ と が
が で き る 。 即 ち 、 大 型 ト ラ ッ ク 等 の 径 の 大 き い 廃 タ イ ヤ ２ を 使 用 す れ ば 、 大 き な 杭 支 持 力
が 得 ら れ る 。 ま た 、 異 径 タ イ ヤ の 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 摩 擦 効 果 を 発 揮 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ に 、 コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 セ メ ン ト ミ ル ク 、 コ ン ク リ
ー ト 殻 、 発 泡 モ ル タ ル 、 タ イ ヤ チ ッ プ 、 土 砂 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 の 充 填 材 ３ を 詰 め 込 む こ
と に よ り 、 基 礎 杭 １ の 強 度 及 び 支 持 力 を 増 大 で き る と 共 に 、 基 礎 杭 １ の 性 能 の 調 整 を 図 る
こ と が で き 、 地 盤 状 況 に 応 じ た 使 用 が 可 能 と な り 、 ま た コ ン ク リ ー ト 殻 、 タ イ ヤ チ ッ プ 、
タ イ ル 、 瓦 、 レ ン ガ 等 の 建 築 廃 材 、 あ る い は 陶 器 や 瓶 類 の 廃 材 の 有 効 利 用 を 図 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ の （ ａ ） 　 ～ （ ｃ ） 　 は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 基 礎 杭 １ １ を 示 し 、 （ ａ ） 　 は
直 径 が 同 じ 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 合 連 結 し て な る 基 礎 杭 １ １ で あ り 、 （ ｂ ） 　 及 び
（ ｃ ） 　 は 直 径 が 大 小 異 な る 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ （ ２ ａ ， ２ ｂ ） を 柱 状 に 重 合 連 結 し て な る
基 礎 杭 １ で 、 （ ｂ ） 　 は 径 大 の 廃 タ イ ヤ ２ ａ と 径 小 の 廃 タ イ ヤ ２ ｂ と を １ 個 ず つ 交 互 に 重
合 連 結 し た も の 、 （ ｃ ） 　 は 径 大 の 廃 タ イ ヤ ２ ａ と 径 小 の 廃 タ イ ヤ ２ ｂ と を ２ 個 ず つ 交 互
に 重 合 連 結 し た も の で あ る 。 図 ３ の （ ｄ ） 　 は （ ａ ） 　 に 示 す 基 礎 杭 １ １ の 平 面 図 、 （ ｅ
） 　 は 底 面 図 で あ り 、 ま た 図 ４ は 図 ３ の （ ａ ） 　 の ロ － ロ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 基 礎 杭 １ １ に お い て は 、 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ は 、 図 ４ か ら 分 か る よ う に 、 こ れ ら 廃 タ イ
ヤ ２ に 複 数 本 の 連 結 用 軸 筋 材 ４ を 周 方 向 に 間 隔 を お い て 軸 方 向 に 貫 通 さ せ て 、 こ れ ら 廃 タ
イ ヤ ２ の 上 下 両 端 に 当 て 付 け た リ ン グ 状 の 定 着 金 具 ５ を 、 各 連 結 用 軸 筋 材 ４ の 両 端 部 で 止
着 す る こ と に よ っ て 、 柱 状 に 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 連 結 用 軸 筋 材 ４ の 上 端 部 に は 、
例 え ば 布 基 礎 １ ６ （ 図 １ ２ 参 照 ） と 連 結 す る た め の 連 結 筋 ６ が 溶 接 や ボ ル ト 等 に よ っ て 取
り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
連 結 用 軸 筋 材 ４ に は 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 、 異 形 鉄 筋 、 丸 鋼 等 が 使 用 さ れ る 。 Ｐ Ｃ 鋼 線 は 直 径 が 例 え
ば ９ ～ １ ２ ｍ ｍ の 高 抗 張 力 の 鋼 線 か ら な る も の で 、 両 端 側 に 雄 ね じ が 形 成 さ れ 、 そ の 一 端
部 に は 係 止 用 の 径 大 頭 部 （ ボ ル ト 留 ） ７ が 形 成 さ れ て い る 。 異 形 鉄 筋 は 、 鉄 筋 表 面 に 節 状
の 突 起 を 付 け た 直 径 １ ９ ～ ３ ５ ｍ ｍ の 鉄 筋 で あ る 。 図 ４ に は Ｐ Ｃ 鋼 線 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 基 礎 杭 １ １ を 形 成 す る に は 、 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 合 す る と 共 に 、 夫 々 の 一 端
部 に 径 大 頭 部 ７ が 形 成 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 線 か ら な る 連 結 用 軸 筋 材 ４ を 、 こ れ ら の 廃 タ イ ヤ ２ に
周 方 向 に 間 隔 を お い て 軸 方 向 に 貫 通 さ せ 、 上 下 両 端 の 廃 タ イ ヤ ２ に は リ ン グ 状 の 定 着 金 具
５ を 当 て 付 け 、 各 連 結 用 軸 筋 材 ４ の 上 端 部 に ナ ッ ト ８ を 螺 合 し て 、 上 端 側 の 定 着 金 具 ５ を
締 め 付 け る こ と に よ り 、 こ れ ら の 廃 タ イ ヤ ２ を 重 合 連 結 し 、 各 連 結 用 軸 筋 材 ４ の 上 端 部 に
は 連 結 筋 ６ を 溶 接 す る 。 そ し て 、 各 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ に 適 当 な 充 填 材 ３ を 詰 め 込 み
、 図 ３ の （ ａ ） 　 及 び 図 ４ に 示 す よ う な 基 礎 杭 １ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 場 合 、 充 填 材 ３ は 、 上 記 の よ う に 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 合 し て 連 結 用 軸 筋 材 ４ で 連 結
し た 後 に 各 廃 タ イ ヤ ２ に 詰 め 込 む よ う に す る か 、 あ る い は 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 連 結 す る 前
に 各 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ に 予 め 充 填 し て お い て 、 夫 々 充 填 材 ３ を 充 填 し た 廃 タ イ ヤ ２
を 連 結 用 軸 筋 材 ４ に よ っ て 重 合 連 結 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 各 廃 タ イ ヤ ２ に は 、 連
結 用 軸 筋 材 ４ を 貫 通 さ せ る 孔 を 所 定 位 置 に 予 め 貫 設 し て お く 。 尚 、 図 ３ の （ ｂ ） 及 び （ ｃ
） に 示 す 基 礎 杭 １ １ も 上 記 同 様 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 の よ う な 基 礎 杭 １ １ に よ れ ば 、 前 述 し た 基 礎 杭 １ に よ る 作 用 効 果 の 他 に 、 多 数 の 廃 タ
イ ヤ ２ を 複 数 本 の 連 結 用 軸 筋 材 ４ に よ っ て 重 合 連 結 す る か ら 、 廃 タ イ ヤ ２ の 連 結 強 度 を 高
め る こ と が で き る と 共 に 、 廃 タ イ ヤ ２ の 重 合 連 結 作 業 を 迅 速 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ の （ ａ ） 　 ～ （ ｃ ） 　 は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る 基 礎 杭 ２ １ を 示 し 、 （ ａ ）
は 同 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 合 連 結 し て な る 基 礎 杭 ２ １ 、 （ ｂ ） 　 及 び （ ｃ ） は
異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ （ ２ ａ ， ２ ｂ ） を 柱 状 に 重 合 連 結 し て な る 基 礎 杭 ２ １ で あ っ て 、
（ ｂ ） 　 は 径 大 の 廃 タ イ ヤ ２ ａ と 径 小 の 廃 タ イ ヤ ２ ｂ と を １ 個 ず つ 交 互 に 重 合 連 結 し た も
の 、 （ ｃ ） 　 は 径 大 の 廃 タ イ ヤ ２ ａ と 径 小 の 廃 タ イ ヤ ２ ｂ と を ２ 個 ず つ 交 互 に 重 合 連 結 し
た も の で あ る 。 図 ６ の （ ａ ） 　 は 図 ５ の （ ａ ） 　 の ハ － ハ 線 拡 大 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） 　
は 図 ５ の （ ｂ ） 　 の ニ － ニ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 基 礎 杭 ２ １ は 、 各 中 空 部 ２ ｏ に 充 填 材 ３ を 詰 め 込 ん だ 同 径 又 は 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ
２ を 柱 状 に 重 合 す る と 共 に 、 こ れ ら 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ の 中 央 開 口 部 に 鋼 管 ９ を 嵌 挿 し 、 こ
の 鋼 管 ９ の 上 下 両 端 部 に 溶 接 や ボ ル ト 等 に よ っ て 取 付 け た 留 金 具 １ ０ で 上 下 両 端 の 廃 タ イ
ヤ ２ を 保 持 す る よ う に し た も の で あ る 。 こ の 基 礎 杭 ２ １ を 形 成 す る に は 、 廃 タ イ ヤ ２ を 鋼
管 ９ に そ の 長 さ 一 杯 に な る ま で 順 次 嵌 め 込 ん だ 後 、 リ ン グ 状 の 留 金 具 １ ０ を 鋼 管 ９ の 上 下
両 端 部 に 嵌 合 し て 溶 接 す る こ と に よ り 、 図 ５ の （ ａ ） 　 ～ （ ｃ ） 及 び 図 ６ の （ ａ ） 　 及 び
（ ｂ ） 　 に 示 す よ う な 基 礎 杭 ２ １ を 形 成 す る 。 尚 、 必 要 に 応 じ て 、 杭 上 端 部 側 の 留 金 具 １
０ に 、 図 ４ の 基 礎 杭 １ １ に 示 す よ う な 連 結 筋 ６ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 の よ う な 基 礎 杭 ２ １ に よ れ ば 、 前 述 し た 基 礎 杭 １ に よ る 作 用 効 果 の 他 に 、 こ の 基 礎 杭
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２ １ の 製 作 す る の に 、 所 要 数 個 の 廃 タ イ ヤ ２ を 鋼 管 ９ に 順 次 嵌 め 込 ん だ 後 、 リ ン グ 状 の 留
金 具 １ ０ を 鋼 管 ９ の 上 下 両 端 部 に 取 り 付 け る よ う に す れ ば よ い か ら 、 製 作 が 容 易 と な り 、
ま た 鋼 管 ９ の 使 用 に よ っ て 構 造 が 頑 強 で 直 線 状 の 真 っ 直 ぐ な 杭 を 形 成 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ７ は 上 記 基 礎 杭 ２ １ の 鋼 管 ９ 内 に 充 填 材 ３ が 詰 め 込 ま れ る 場 合 の 実 施 形 態 を 示 す も の で
、 図 ７ の （ ａ ） 　 及 び （ ｂ ） 　 は 図 ６ の （ ａ ） 　 及 び （ ｂ ） 　 に 夫 々 対 応 す る 断 面 図 で あ
る 。 こ の 鋼 管 ９ 内 に 充 填 さ れ る 充 填 材 ３ に は 、 前 述 し た 基 礎 杭 １ ， １ １ の 場 合 と 同 様 で 、
コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 セ メ ン ト ミ ル ク 、 コ ン ク リ ー ト 殻 、 発 泡 モ ル タ ル 、 土 砂 等 が 使
用 さ れ る 。 鋼 管 ９ 内 へ の 充 填 材 ３ の 詰 め 込 み は 、 通 常 は 、 基 礎 杭 ２ １ を 地 盤 の 掘 削 孔 に 建
込 ん だ 後 に 行 な う 。 こ の よ う に 基 礎 杭 ２ １ の 鋼 管 ９ 内 に 充 填 材 ３ を 詰 め 込 む こ と に よ っ て
、 杭 支 持 力 を 高 め る こ と が で き る と 共 に 、 杭 の 曲 げ モ ー メ ン ト を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ８ は 、 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 重 合 連 結 し て 基 礎 杭 １ １ を 形 成 す る に あ た っ て 、 上 段 側 の 複
数 の 廃 タ イ ヤ ２ に は 充 填 材 ３ と し て コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 土 砂 等 の 重 量 系 充 填 材 ３ ａ
を 各 中 空 部 ２ ｏ に 詰 め 込 み 、 そ れ よ り 下 方 の 廃 タ イ ヤ ２ に は 各 中 空 部 ２ ｏ に 軽 量 系 充 填 材
３ ｂ と し て 発 泡 ス チ ロ ー ル を 充 填 し た も の で あ る 。 こ の 場 合 、 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ に
発 泡 ス チ ロ ー ル ３ ｂ を 充 填 す る に は 、 ス チ ロ ー ル 系 樹 脂 を 廃 タ イ ヤ ２ の 中 空 部 ２ ｏ 内 に 注
入 し て 発 泡 さ せ る よ う に し て も よ い し 、 あ る い は 発 泡 ス チ ロ ー ル の 破 砕 片 を 中 空 部 ２ ｏ 内
に 詰 め 込 む よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 基 礎 杭 １ １ に お い て 、 廃 タ イ ヤ ２ を 柱 状 に 多 数 重 合 連 結 す る に は 、 こ の 図 ８ に 示 す よ
う に 複 数 本 の 連 結 用 軸 筋 材 ４ を 軸 方 向 に 貫 通 さ せ て 、 こ れ ら 廃 タ イ ヤ ２ の 上 下 両 端 に 当 て
付 け る 定 着 金 具 ５ を 各 連 結 用 軸 筋 材 ４ の 両 端 部 で 止 着 す る よ う に し て も よ い し 、 あ る い は
上 下 に 隣 合 う 廃 タ イ ヤ ２ ど う し を 溶 着 又 は 接 着 す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な 基 礎 杭
１ １ に よ れ ば 、 上 段 側 の 廃 タ イ ヤ ２ に コ ン ク リ ー ト 、 土 砂 等 の 重 量 系 充 填 材 ３ ａ が 詰 め 込
ま れ 、 そ の よ り 下 方 の 廃 タ イ ヤ ２ に は 充 填 材 ３ と し て は 非 常 に 軽 い 発 泡 ス チ ロ ー ル ３ ｂ が
詰 め 込 ま れ て い る か ら 、 杭 全 体 が 非 常 に 軽 量 と な っ て 、 基 礎 杭 と し て の 使 用 時 に 、 こ の 杭
１ １ が 自 重 で 沈 下 し 難 く な り 、 特 に 軟 弱 地 盤 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ９ ～ 図 １ ２ は 上 述 し た 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ を 地 盤 中 に 建 込 む 施 工 方 法 を 示 す も の で 、
特 に 、 掘 削 し つ つ 排 土 し な が ら そ の 掘 削 孔 に 杭 を 建 込 む 場 合 を 示 す 。 先 ず 図 ９ は 、 例 え ば
図 ３ の （ ａ ） 　 に 示 す よ う な 同 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ か ら な る 基 礎 杭 １ １ の 施 工 方 法 を 示
す 。 こ の 施 工 に あ た っ て は 、 ▲ １ ▼ 及 び ▲ ２ ▼ に 示 す よ う に 、 オ ー ガ ス ク リ ュ ー １ ２ の オ
ー ガ １ ２ ａ で 駆 動 さ れ る ス ク リ ュ ー １ ２ ｂ に よ っ て 地 盤 を 掘 削 し つ つ 排 土 し な が ら 所 定 深
度 ま で 削 孔 し た な ら ば 、 ▲ ３ ▼ に 示 す よ う に 、 ス ク リ ュ ー １ ２ ｂ の 先 端 か ら セ メ ン ト ミ ル
ク を 掘 削 孔 １ ３ 内 に 注 入 し な が ら 、 ス ク リ ュ ー １ ２ ｂ を 掘 削 孔 １ ３ 内 で 反 復 昇 降 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ の 後 、 ス ク リ ュ ー １ ２ ｂ を 掘 削 孔 １ ３ か ら 引 き 上 げ （ 図 ９ の ▲ ４ ▼ 参 照 ） 、 セ メ ン ト ミ
ル ク が 溜 ま っ た 掘 削 孔 １ ３ 内 に 、 ▲ ５ ▼ 及 び ▲ ６ ▼ に 示 す よ う に ク レ ー ン １ ４ で 吊 り 上 げ
た 基 礎 杭 １ １ を 建 込 む 。 こ う し て 掘 削 孔 １ ３ 内 に 基 礎 杭 １ １ を 建 込 む と 、 図 ４ を 参 照 す る
と 分 か る よ う に 、 セ メ ン ト ミ ル ク が 上 下 に 貫 通 す る 基 礎 杭 １ １ の 中 空 部 １ １ ｏ か ら 各 廃 タ
イ ヤ ２ 内 の 充 填 材 ３ に 滲 み 込 む と 共 に 、 上 下 に 隣 合 う 廃 タ イ ヤ ２ ， ２ 間 、 更 に は 掘 削 孔 １
３ の 内 周 面 と 基 礎 杭 １ の 外 周 面 と の 間 に 浸 入 し 、 し か し て 基 礎 杭 １ １ は 掘 削 孔 １ ３ 内 に 安
定 状 態 に 建 込 ま れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 １ ０ は 、 例 え ば 図 ３ の （ ｂ ） 　 に 示 す よ う な 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ か ら な る 基 礎 杭 １
１ を 地 盤 中 に 建 込 み 施 工 す る 方 法 を 示 し た も の で 、 そ の 施 工 方 法 に つ い て は 図 ９ に 示 す 同
径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ か ら な る 基 礎 杭 １ １ の 場 合 と 全 く 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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図 １ １ 及 び 図 １ ２ は 、 掘 削 土 砂 を そ の ま ま 利 用 し 、 前 記 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ を 削 孔 中 に
建 込 ん で 一 種 の ソ イ ル セ メ ン ト 杭 を 形 成 す る 施 工 方 法 を 示 す も の で 、 図 １ １ は 例 え ば 図 ３
の （ ａ ） 　 に 示 す よ う な 同 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ か ら な る 基 礎 杭 １ １ の 施 工 方 法 を 示 す 。
こ の 施 工 に あ た っ て は 、 ▲ １ ▼ 及 び ▲ ２ ▼ に 示 す よ う に 、 オ ー ガ 装 置 １ ５ の オ ー ガ １ ５ ａ
で 回 転 駆 動 さ れ る 掘 削 攪 拌 ロ ッ ド １ ５ ｂ に よ っ て 地 盤 を 削 孔 し 、 所 定 深 度 ま で 削 孔 し た な
ら ば 、 ▲ ３ ▼ に 示 す よ う に 掘 削 攪 拌 ロ ッ ド １ ５ ｂ の 先 端 か ら セ メ ン ト ミ ル ク を 掘 削 孔 １ ３
内 に 注 入 し な が ら 、 掘 削 攪 拌 ロ ッ ド １ ５ ｂ を 掘 削 孔 １ ３ 内 で 反 復 昇 降 し て 、 セ メ ン ト ミ ル
ク を 掘 削 土 砂 と 混 合 攪 拌 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ の 後 、 攪 拌 ロ ッ ド １ ５ ｂ を 掘 削 孔 １ ３ か ら 引 き 上 げ （ 図 １ １ の ▲ ４ ▼ 参 照 ） 、 掘 削 土 砂
と セ メ ン ト ミ ル ク と の 混 合 物 が 溜 ま っ た 掘 削 孔 １ ３ 内 に 、 図 １ １ の ▲ ５ ▼ 及 び ▲ ６ ▼ に 示
す よ う に ク レ ー ン １ ４ で 吊 り 上 げ た 基 礎 杭 １ １ を 建 込 む 。 こ う し て 掘 削 孔 １ ３ 内 に 基 礎 杭
１ １ を 建 込 む と 、 図 ４ か ら 分 か る よ う に 、 セ メ ン ト ミ ル ク が 基 礎 杭 １ １ の 中 空 部 １ １ ｏ か
ら 各 廃 タ イ ヤ ２ 内 の 充 填 材 ３ に 滲 み 込 む と 共 に 、 上 下 に 隣 合 う 廃 タ イ ヤ ２ ， ２ 間 、 更 に は
掘 削 孔 １ ３ の 内 周 面 と 基 礎 杭 １ の 外 周 面 と の 間 に 浸 入 し 、 し か し て 基 礎 杭 １ １ は ▲ ６ ▼ に
示 す よ う に 掘 削 孔 １ ３ 内 に 安 定 状 態 に 建 込 ま れ 、 一 種 の ソ イ ル セ メ ン ト 杭 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 １ ２ は 例 え ば 図 ３ の （ ｂ ） 　 に 示 す よ う な 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ か ら な る 基 礎 杭 １ １
を 軟 弱 地 盤 中 に 建 込 む 施 工 方 法 を 示 し た も の で 、 そ の 施 工 方 法 に つ い て は 図 １ ０ に 示 す 同
径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ か ら な る 基 礎 杭 １ １ の 場 合 と 全 く 同 じ で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 の よ う な 図 ９ 及 び 図 １ ０ に よ っ て 説 明 し た 施 工 方 法 に よ れ ば 、 地 盤 を オ ー ガ ス ク リ ュ
ー １ ２ で 排 土 し な が ら 削 孔 す る こ と に よ っ て 、 そ の 掘 削 孔 １ ３ に 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ を
容 易 に 建 込 む こ と が で き る と 共 に 、 ス ク リ ュ ー １ ２ ｂ の 先 端 か ら 注 入 さ れ る セ メ ン ト ミ ル
ク に よ っ て 、 良 質 で 支 持 力 の 高 い 免 震 基 礎 杭 を 効 率 良 く 造 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図
１ １ 及 び 図 １ ２ に よ り 説 明 し た 施 工 方 法 に よ れ ば 、 地 盤 を オ ー ガ 装 置 １ ５ の 掘 削 攪 拌 ロ ッ
ド １ ５ ｂ に よ り 削 孔 し 、 そ の 掘 削 土 砂 を そ の ま ま 利 用 し て 、 そ の 掘 削 孔 １ ３ に 基 礎 杭 １ ，
１ １ ， ２ １ を 建 込 み 、 掘 削 攪 拌 ロ ッ ド １ ５ ｂ の 先 端 か ら 注 入 さ れ る セ メ ン ト ミ ル ク に よ っ
て 、 良 質 で 支 持 力 が 高 く 、 し か も 免 震 効 果 の 高 い ソ イ ル セ メ ン ト 杭 を 造 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 １ ３ は 図 ９ ～ 図 １ ２ で 説 明 し た よ う に 施 工 さ れ る 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の 上 に 布 基 礎 １
６ を 施 工 し た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 布 基 礎 １ ６ の 施 工 に 際 し て は 、 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２
１ の 建 込 ま れ た 地 盤 の 表 面 部 に 栗 石 層 又 は 砂 利 層 １ ７ を 形 成 し 、 そ の 上 に 土 砂 層 １ ８ を 形
成 し 、 そ し て 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の 上 端 面 と 略 々 同 一 平 面 上 に 布 基 礎 １ ６ の 下 面 が 位 置
す る よ う に 布 基 礎 １ ６ を 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 各 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の 上 端 部 に 取 り 付
け て あ る 連 結 筋 ６ を 布 基 礎 １ ６ に 一 体 的 に 連 結 さ せ る よ う に し 、 そ れ に よ っ て 各 基 礎 杭 １
， １ １ ， ２ １ と 布 基 礎 １ ６ と の 一 体 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 図 ９ ～ 図 １ ２ に よ っ て 説 明 し た 施 工 方 法 で は 、 地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し た 後 、 そ の
掘 削 孔 １ ３ に セ メ ン ト ミ ル ク を 注 入 す る よ う に し た が 、 本 発 明 の 施 工 方 法 は 、 地 盤 を 所 定
深 度 ま で 削 孔 し た 後 、 セ メ ン ト ミ ル ク を 注 入 す る こ と な く 、 そ の ま ま 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２
１ を 建 込 む 場 合 も 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ ４ の （ ａ ） 　 は 、 地 盤 に 削 孔 し た 掘 削 孔 １ ３ 内 に 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ を 建 込 む に あ
た っ て 、 そ の 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の 中 空 部 （ 基 礎 杭 １ ， １ １ に あ っ て は そ の 基 礎 杭 １ ，
１ １ を 上 下 に 貫 通 す る 中 空 部 １ ｏ ， １ １ ｏ 、 ま た 基 礎 杭 ２ １ に あ っ て は 鋼 管 ９ の 内 部 ） に
鉄 筋 カ ゴ １ ９ を 挿 入 す る よ う に し た 施 工 方 法 を 示 す 。 こ の よ う に 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の
中 空 部 に 鉄 筋 カ ゴ １ ９ を 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 地 盤 中 に 、 一 層 支 持 力 の 高 い 免 震 基 礎 杭
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を 効 率 良 く 造 成 す る こ と が で き る 。 図 １ ３ の （ ｂ ） 　 は 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の 中 空 部 に
鉄 筋 カ ゴ １ ９ を 挿 入 し た 状 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ４ の （ ｃ ） 　 は 、 本 発 明 に 係 る 他 の 施 工 方 法 を 示 す も の で 、 地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔
し 、 そ の 掘 削 孔 １ ３ の 下 部 側 １ ３ ａ に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 杭 ２ ０ を 造 成 し 、 し か る 後 に セ メ
ン ト ミ ル ク を 掘 削 孔 １ ３ に 注 入 し 、 そ の 掘 削 孔 １ ３ 内 の 上 部 側 １ ３ ｂ に 前 述 し た 基 礎 杭 １
， １ １ ， ２ １ を 立 て 込 ん で 、 こ の 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ を 下 部 側 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 杭 ２
０ に 結 合 さ せ る よ う に し た も の で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 図 １ ４ の （ ａ ） 　 に 示 し た 場 合 と
同 様 に 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ の 中 空 部 に 鉄 筋 カ ゴ １ ９ を 挿 入 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 図 １ ４ の （ ｃ ） 　 に 示 す よ う な 施 工 方 法 に よ れ ば 、 下 部 側 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 杭 ２ ０
と 、 多 数 の 廃 タ イ ヤ ２ か ら な る 上 部 側 の 免 震 性 基 礎 杭 １ ， １ １ ， ２ １ と の 複 合 基 礎 杭 が 形
成 さ れ る こ と に な っ て 、 十 分 な 支 持 力 と 免 震 性 を 有 す る 基 礎 杭 が 造 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 基 礎 杭 は 、 同 径 又 は 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ を 柱 状 に 重 合 連 結 し て な
る も の で あ っ て 、 廃 タ イ ヤ の ゴ ム の 弾 性 を 利 用 す る か ら 、 杭 全 体 に 免 震 効 果 が 発 揮 さ れ て
、 地 震 発 生 時 に 有 効 な 免 震 杭 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 基 礎 杭 は 、 こ れ ま
で 産 業 廃 棄 物 と し て 焼 却 処 分 さ れ て い た 廃 タ イ ヤ を 利 用 し て 形 成 さ れ る も の で あ る か ら 、
廃 タ イ ヤ を 焼 却 す る 場 合 の よ う に 環 境 を 汚 染 す る こ と な く 、 産 業 廃 棄 物 の 有 効 利 用 を 図 る
こ と が で き る と 共 に 、 現 在 使 用 さ れ て い る コ ン ク リ ー ト 杭 や 鋼 管 杭 に 比 べ て は る か に 安 い
コ ス ト で 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 杭 や 鋼 管 杭 に 比 べ て 比 重 が 小 さ い た
め 、 杭 の 支 持 力 を 大 き く と る こ と が で き る 。 ま た 廃 タ イ ヤ の 径 又 は 廃 タ イ ヤ の 積 み 重 ね 個
数 の 選 択 に よ っ て 所 望 の 杭 支 持 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
請 求 項 ２ 係 る 発 明 の 基 礎 杭 に よ れ ば 、 上 下 に 隣 合 う 廃 タ イ ヤ ど う し を 溶 着 又 は 接 着 す る こ
と に よ っ て 、 多 数 の 廃 タ イ ヤ を 簡 単 に 重 合 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
請 求 項 ３ 係 る 発 明 の 基 礎 杭 に よ れ ば 、 多 数 の 廃 タ イ ヤ に 複 数 本 の 連 結 用 軸 筋 材 を 周 方 向 に
間 隔 を お い て 軸 方 向 に 貫 通 さ せ て 、 こ れ ら 廃 タ イ ヤ の 上 下 両 端 に 当 て 付 け た 定 着 金 具 を 各
連 結 用 軸 筋 材 の 両 端 部 で 止 着 す る こ と に よ り 、 廃 タ イ ヤ の 連 結 強 度 を 高 め る こ と が で き る
と 共 に 、 廃 タ イ ヤ の 重 合 連 結 作 業 を 迅 速 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
請 求 項 ４ 係 る 発 明 の 基 礎 杭 に よ れ ば 、 各 廃 タ イ ヤ の 中 空 部 に 充 填 材 を 詰 め 込 む こ と に よ り
、 基 礎 杭 の 強 度 を 増 大 で き る と 共 に 、 基 礎 杭 の 性 能 の 調 整 を 図 る こ と が で き て 、 地 盤 状 況
に 応 じ た 使 用 が 可 能 と な り 、 ま た コ ン ク リ ー ト 殻 、 タ イ ヤ チ ッ プ 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 の 廃
材 の 有 効 利 用 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
請 求 項 ５ 係 る 発 明 の 基 礎 杭 は 、 各 中 空 部 に 充 填 材 を 詰 め 込 ん だ 同 径 又 は 異 径 の 多 数 の 廃 タ
イ ヤ を 柱 状 に 重 合 す る と 共 に 、 こ れ ら 多 数 の 廃 タ イ ヤ の 中 央 開 口 部 に 鋼 管 を 嵌 挿 し 、 こ の
鋼 管 の 上 下 両 端 部 に 取 り 付 け た 留 金 具 で 上 下 両 端 の 廃 タ イ ヤ を 保 持 し た も の で 、 基 礎 杭 を
製 作 す る の に 、 所 要 数 個 の 廃 タ イ ヤ を 鋼 管 に 順 次 嵌 め 込 ん だ 後 、 留 金 具 を 鋼 管 の 上 下 両 端
部 に 取 り 付 け る よ う に す れ ば よ い か ら 、 製 作 が 容 易 と な り 、 ま た 鋼 管 の 使 用 に よ っ て 構 造
が 頑 強 で 直 線 状 の 真 っ 直 ぐ な 杭 を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
請 求 項 ６ 係 る 発 明 の 基 礎 杭 に よ れ ば 、 鋼 管 内 に 充 填 材 を 詰 め 込 む こ と に よ り 、 鋼 管 の 防 錆
を 行 う と 共 に 、 杭 の 剛 性 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
請 求 項 ７ 係 る 発 明 に 係 る 施 工 方 法 は 、 地 盤 を 所 定 深 度 ま で 削 孔 し た 後 、 そ の 掘 削 孔 に 請 求
項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 基 礎 杭 を 建 込 む こ と に よ っ て 、 免 震 効 果 の あ る 基 礎 杭 を 効 率 良
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く 造 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
請 求 項 ８ 係 る 発 明 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 良 質 で 支 持 力 の 高 い 免 震 基 礎 杭 を 効 率 良 く 造 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
請 求 項 ９ 係 る 発 明 の 基 礎 杭 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 基 礎 杭 の 中 空 部 に 鉄 筋 カ ゴ を 挿 入 す る こ
と に よ っ て 、 地 盤 中 に 、 一 層 剛 性 力 の 高 い 免 震 基 礎 杭 を 効 率 良 く 造 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
請 求 項 １ ０ 係 る 発 明 の 基 礎 杭 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 下 部 側 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 杭 と 、 多 数
の 廃 タ イ ヤ か ら な る 上 部 側 の 免 震 性 基 礎 杭 と の 複 合 基 礎 杭 が 形 成 さ れ る こ と に な っ て 、 十
分 な 支 持 力 と 免 震 性 を 有 す る 基 礎 杭 が 造 成 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 　 ～ （ ｃ ） 　 は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 基 礎 杭 を 示 す 夫 々 正 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の （ ａ ） 　 の イ － イ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 　 ～ （ ｃ ） 　 は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 基 礎 杭 を 示 す 夫 々 正 面 図 、 （
ｄ ） 　 は （ ａ ） 　 に 示 す 基 礎 杭 の 平 面 図 、 （ ｅ ） 　 は そ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の （ ａ ） 　 の ロ － ロ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） 　 ～ （ ｃ ） 　 は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る 基 礎 杭 を 示 す 夫 々 正 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） 　 は 図 ５ の （ ａ ） 　 の ハ － ハ 線 拡 大 断 面 図 、 （ ｂ ） 　 は 図 ５ の （ ｂ ） 　 の
ニ － ニ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 基 礎 杭 の 鋼 管 内 に 充 填 材 が 詰 め 込 ま れ る 場 合 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） 　
及 び （ ｂ ） 　 は 図 ６ の （ ａ ） 　 及 び （ ｂ ） 　 に 夫 々 対 応 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 形 態 の 基 礎 杭 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 オ ー ガ ス ク リ ュ ー で 削 孔 し 、 例 え ば 図 ３ の （ ａ ） 　 に 示 す 同 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ
か ら な る 基 礎 杭 の 施 工 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 オ ー ガ ス ク リ ュ ー で 削 孔 し 、 例 え ば 図 ３ の （ ｂ ） 　 に 示 す 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ
ヤ か ら な る 基 礎 杭 の 施 工 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 攪 拌 ロ ッ ド で 削 孔 し 、 例 え ば 図 ３ の （ ａ ） 　 に 示 す 同 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ か ら
な る 基 礎 杭 の 施 工 方 法 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 攪 拌 ロ ッ ド で 削 孔 し 、 例 え ば 図 ３ の （ ｂ ） 　 に 示 す 異 径 の 多 数 の 廃 タ イ ヤ か ら
な る 基 礎 杭 の 施 工 方 法 を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 図 ９ ～ 図 １ ２ で 説 明 し た 建 込 み 施 工 さ れ る 基 礎 杭 の 上 に 布 基 礎 を 施 工 し た 状 態
を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 （ ａ ） 　 は 基 礎 杭 の 中 空 部 に 鉄 筋 カ ゴ を 挿 入 す る 施 工 方 法 を 示 す 断 面 説 明 図 、
（ ｂ ） 　 は （ ａ ） 　 に 示 す 基 礎 杭 の 底 面 図 、 （ ｃ ） 　 は 本 発 明 に 係 る 他 の 施 工 方 法 を 示 す
断 面 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 基 礎 杭
２ 　 　 　 　 　 　 　 廃 タ イ ヤ
２ ｏ 　 　 　 　 　 　 廃 タ イ ヤ の 中 空 部
３ 　 　 　 　 　 　 　 充 填 材
４ 　 　 　 　 　 　 　 連 結 用 軸 筋 材
５ 　 　 　 　 　 　 　 定 着 金 具
６ 　 　 　 　 　 　 　 連 結 筋
８ 　 　 　 　 　 　 　 ナ ッ ト
９ 　 　 　 　 　 　 　 鋼 管
１ ０ 　 　 　 　 　 　 留 金 具
１ １ 　 　 　 　 　 　 基 礎 杭
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１ ９ 　 　 　 　 　 　 鉄 筋 カ ゴ
２ １ 　 　 　 　 　 　 基 礎 杭

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(10) JP 2004-353178 A 2004.12.16



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(11) JP 2004-353178 A 2004.12.16



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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